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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
取付けシステム（１８）、第１の発光コンポーネント（１２２）を含む光ヘッド（１４、
１６）、該光ヘッドを該取付けシステムに対して選択された位置に支持するように適合さ
れたアームアセンブリ（２０、２２）、およびキャノピーアセンブリ（４９）を備える照
明システム（１０）であって：
　該取付けシステムが、ドロップ管（３４）および溶接物（４６）をさらに備え、そして
該キャノピーアセンブリが該ドロップ管または溶接物に取付けられており；
　周辺ライト（２８）が、第２の発光コンポーネント（６０）を含み、該第２の発光コン
ポーネントが、該キャノピーアセンブリによって保持され；そして
　該キャノピーアセンブリが：
　　該キャノピー本体（５０）、および
　　該キャノピー本体に取付けられた光伝達性キャノピー伸長部（７０、７０’）であっ
て、該キャノピー伸長部（７０、７０’）が環状であって、且つ該キャノピー本体（５０
）の外径より大きい外径を有し、該キャノピー伸長部が、該第２の発光コンポーネントを
支持する、光伝達性キャノピー伸長部（７０、７０’）を含む、照明システム（１０）。
【請求項２】
さらに、前記第２の発光コンポーネント（６０）が実質的に環状であり、そして前記キャ
ノピーアセンブリの除去可能な周縁壁（８４、９４）によって少なくとも部分的に取り囲
まれる、請求項１に記載の照明システム。
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【請求項３】
さらに、前記キャノピー伸長部（７０、７０’）が一緒になって環を規定する少なくとも
２つのセクションで形成されている、請求項１または２のいずれか１項に記載の照明シス
テム。
【請求項４】
さらに、前記キャノピー伸長部（７０）が、前記第２の発光コンポーネントをその中に受
容するように適合された包囲ポケット（８６）を規定する、請求項１～３のいずれか１項
に記載の照明システム。
【請求項５】
さらに、前記キャノピー伸長部（７０’）およびキャノピー本体（５０）が、それらの間
に、前記第２の発光コンポーネントを受容するように適合されたソケット（９０）を規定
する、請求項１～４のいずれか１項に記載の照明システム。
【請求項６】
さらに、前記第２の発光コンポーネントが、環状の形状を有する、請求項１～５のいずれ
か１項に記載の照明システム。
【請求項７】
さらに、前記第２の発光コンポーネントが、蛍光管、発光ダイオード、白熱灯球、放電灯
、および光ファイバー要素からなる群からの１つ以上を含む、請求項１～６のいずれか１
項に記載の照明システム。
【請求項８】
さらに、前記第２の発光コンポーネント（６０）が、円形の蛍光管を含む、請求項７に記
載の照明システム。
【請求項９】
さらに、前記第２の発光コンポーネントが、蛍光管の円形のアレイを含む、請求項７に記
載の照明システム。
【請求項１０】
さらに、前記第２の発光コンポーネント（６０）が、光ファイバーメッシュ（６８）を含
み、前記周辺ライトが、さらに：
　光源（１００）；および
　該光源を該光ファイバーメッシュと連結するように適合された少なくとも１つの光パイ
プ（１０２）を含む、請求項７に記載の照明システム。
【請求項１１】
さらに、前記第１の発光コンポーネント（１２２）が、蛍光管、発光ダイオード、白熱灯
球、放電灯、および光ファイバー要素からなる群の１つ以上を含む、請求項１～１０のい
ずれか１項に記載の照明システム。
【請求項１２】
さらに、前記光ヘッドと連結されたスイッチ（１２０）が、前記第１の発光コンポーネン
トと前記第２の発光コンポーネントを選択的に作動する、請求項１～１１のいずれか１項
に記載の照明システム。
【請求項１３】
さらに、前記取付けシステムが：
　管（３４）、該管の下端部（３６）に回転可能に取付けられるアームアセンブリ、該管
に取付けられるキャノピーアセンブリ；および
　それを通じて該管を受容するように適合されたアパーチャ（４７）を規定するチーズプ
レート（３０）を含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の照明システム。
【請求項１４】
さらに、前記取付けシステムが、支持体ハブ（３３）を含み、
　前記アームアセンブリ（２０、２２）が、スピンドルによって該支持体ハブに対して回
転可能に取付けられ、
　前記キャノピーアセンブリ（４９）が、該支持体ハブに取り付けられ、且つ該スピンド
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ル上のハブから伸長される、請求項１～１３のいずれか１項に記載の照明システム。
【請求項１５】
さらに：
　前記キャノピーアセンブリが、前記発光コンポーネントを収容する、前記周縁エッジに
隣接するポケット（８６）またはソケット（９０）を含む、請求項１～１４のいずれか１
項に記載の照明システム。
【請求項１６】
さらに、前記キャノピー伸長部（７０、７０’）が、前記キャノピー本体に除去可能に取
付けられる、請求項１～１５のいずれか１項に記載の照明システム。
【請求項１７】
さらに、前記キャノピー伸長部（７０）が、内側周縁壁（８３）および外側周縁壁（８４
）を含み、これらは、前記包囲ポケット（８６）をそれらの間に規定する、請求項４に記
載の照明システム。
【請求項１８】
さらに、第２のアームアセンブリ（２０、２２）が、医療デバイスを支持し、該医療デバ
イスが、光ヘッド、タスク光、ビデオモニター、およびカメラからなる群から選択される
、請求項１～１７のいずれか１項に記載の照明システム。
【請求項１９】
請求項１～１８のいずれか１項に記載の照明システムを形成する方法であって：
　キャノピー伸長部（７０，７０’）を、サスペンションシステムのキャノピー（５０）
に取付ける工程であって、該キャノピー伸長部が、前記周辺ライトの発光部分（６０）を
少なくとも一部で支持する、工程を包含する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の背景）
　本発明は、外科用照明技術に関する。これは、手術室（ＯＲ）設置における使用のため
に周辺照明を提供することと組み合わせて特定の適用を見出し、そして特にそれに関連し
て記載される。しかし、本発明はまた、その他の設置および適用における、やさしく、均
一に分布される周辺照明を提供することを組み合わせる適用を見出し、そして上記の外科
用照明の実施形態に制限されないことが認識されるべきである。
【０００２】
　代表的には、手術室設置では、外科用部位を照らすために、大きな、高い管腔の出力光
ヘッドが用いられている。１つ以上の光ヘッドが、外科用テーブルの上の構造天井に連結
された関節アーム上につるされている。さらに、周辺照明は、しばしば、室内において、
より大きな光ヘッドが、外科医、看護婦、およびその他の補助スタッフがビデオモニター
などを、外科用光ヘッドにより誘導されるまぶしい光なしで観察し得るようにスイッチオ
フされるべき特定の手順の間に採用されている。この周辺照明は、作業者が、手術テーブ
ルから離れた部屋の領域を観察し、そしてその周りを移動することを可能にする。
【０００３】
　いくつかの存在するＯＲ照明システムでは、より小さなライトが、外科用光ヘッド支持
体アームの上の部分上に取付けられ、周辺照明を提供している。しかし、このタイプのシ
ステムは、代表的には、外科用適用のための周辺照明にそれら自体良好に役に立たない。
なぜなら、この光は、通常、天井または壁に向き、部屋全体に光の不均一な分布を生じる
からである。元来、主として方向性を持ち、これらの光は、部屋のいくつかの領域を照ら
す傾向にあり、その一方、部屋のその他の部分は暗いままである。また、方向性のある光
は、不注意にも、外科医、看護婦、または麻酔医の視覚を妨げるような様式に配置され得
る。さらに、光ヘッドは、手順の間に移動される必要があり得、消毒されていない看護婦
が光ヘッドを移動させることを必要とし、看護婦の時間、および外科医の時間の両方を消
費する。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、上記の課題およびその他を克服する、新規でかつ改良された周辺照明方法お
よび装置を提供し、外科用手術室適用に特に有用である、やわらかい、均一に分布される
周辺光を生成する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（発明の要旨）
　本発明の１つの局面によれば、照明システムが提供される。この照明システムは、取付
けシステム、第１の発光コンポーネントを含む光ヘッド、この光ヘッドをこの取付けシス
テムに対して選択された位置に支持するように適合されているアームアセンブリ、および
この取付けシステムに取り付けられたキャノピーアセンブリを含む。このキャノピーアセ
ンブリは、キャノピー本体およびこのキャノピー本体に取付けられた光伝達性キャノピー
伸長部を含む。このキャノピー伸長部は、環状であって、かつ前記キャノピー本体の外径
より大きい外径を有し、このキャノピー伸長部は、第２の発光コンポーネントを支持する
。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の少なくとも１つの実施形態の１つの利点は、発散する周辺照明システムの提供
である。
【０００９】
　本発明の少なくとも１つの実施形態の別の利点は、上記周辺ライトが、上記光ヘッドが
再配置されるときでさえ、安定なままであることである。
【００１０】
　本発明の少なくとも１つの実施形態の別の利点は、上記周辺ライトが、現存する光シス
ムに後から取付けられ得ることである。
【００１１】
　本発明のなおさらなる利点および利益は、以下の好ましい実施形態の詳細な説明を読む
際に当業者に明らかになる。
【００１２】
　本発明は、種々のコンポーネントおよびコンポーネントの配列、ならびに種々の工程お
よび工程の配列における形態をとり得る。図面は、好ましい実施形態を例示する目的のみ
であり、そして本発明を制限すると解釈されるべきではない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　（好ましい実施形態の詳細な説明）
　図１を参照して、手術室１１における使用に適したオーバーヘッド照明システム１０は
、手術を受ける患者１２の領域を照らし、そして一般的な部屋の照明のための周辺ライト
を提供する。図１に示されるシステム１０は、関節アームアセンブリ２０、２２によって
共通の取付けシステム１８からそれぞれつるされる、２つの光ヘッド１４、１６を含む。
これらのアームアセンブリは、光ヘッド１４、１６が天井２４および患者１２に対して種
々の位置に独立に移動可能であるようにする。この照明システム１０は、ビーム（梁）の
ような、代表的には天井２４の上に位置決めされる適切な静止支持体２６に強固に取付け
られている。これら光ヘッド１４、１６は、方向性の光を提供し、これは、患者およびそ
の他の所望の位置に集中される。この照明システムはまた、周辺ライト２８を含み、これ
は、特に光ヘッド１４、１６がスイッチオフされるか、または低照明レベルにセットされ
るときの使用のために、手術室の、拡散するほぼ非方向性の照明を提供する。この周辺ラ
イトは、以下により詳細に記載されような、１つ以上の発光コンポーネントを含む。認識
され得るように、この照明システム１０は、その代わりに、またはさらに、タスクライト
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、モニター、カメラなどのようなその他の医療デバイスを含み得、これらは、アームアセ
ンブリ２０、２２に類似の関節アームによって取付けシステムに取付けられている。
【００１４】
　図２をまた参照して、共通取付けシステム１８は、円形の取付けプレートまたは「チー
ズプレート」３０を含み、これは、複数の長シャンクファスナー３２、および支持体ハブ
３３によって剛直性構造２６に取付けられている。この支持体ハブは、中空の円筒形支持
体管またはドロップ管３４を備え、これは近位端で取付けプレート３０にクランプされ、
そして下方向に伸びる遠位端３６を有する。関節アームアセンブリ２０、２２は、それぞ
れ、回転可能なハブ部分またはスピンドル３８によってドロップ管遠位端３６に接続され
、これは、垂直軸Ｖの周りに回転可能である。各関節アーム２０、２２は、通常、１以上
のジョイント４０を含み、これは、各々がさらなる程度の運動自由度を提供する１つ以上
の軸の周りで調節可能である。
【００１５】
　チーズプレート３０の下に伸びるドロップ管３４の長さは、ウェッジロック４２により
調節可能である。このウェッジロック４２は、円錐台形カラー４４を含み、これは、チー
ズプレート３０に強固に取付けられているか、またはそれと一体に形成される同様の形状
の溶接物４６内に除去可能に受容されている。この溶接物４６は、中央ボア４７を有し、
これは、それを通じて上記ドロップ管を受容するような形状である。ナット４８は、溶接
物４６の下でカラー４４の下端部にねじ込まれ、それによって、このカラーをドロップ管
３４上で、クランプする関係に引き寄せる。
【００１６】
　続いて図２を参照して、キャノピーアセンブリ４９は、ドーム形状の天井カバーの形態
である本体またはキャノピー５０を含み、これは、チーズプレート３０および関連する取
付け具の表面的カバーを提供し、そして周辺ライト２８のための支持体としての役割を果
たす。このキャノピー５０は、ドロップ管３４に、溶接物４６およびナット４８の下で、
適切な固定部材５２により取付けられる。例えば、このキャノピー５０は、キャノピーク
ランプリング５２によってドロップ管にクランプされる。このキャノピーは、それを通じ
てドロップ管３４を収容するに十分広い中央アパーチャ５４をもつ、ほぼ水平に伸びるベ
ース部分５３を有する。キャノピークランプリング５２は、このアパーチャ５４に隣接す
るキャノピーの下に着座する。このように取付けられたキャノピーは、環形でドロップ管
３４から半径方向に伸び、ベース部分５３は、チーズプレート３０から間隔を置いて配置
され、そしてそれとほぼ平行に整列されている。必要に応じて、１つ以上のさらなる中央
からずれたアパーチャ５５（図３）がキャノピー５０に提供され、さらなる補助支持体ハ
ブ５６を収容する（図１）。
【００１７】
　１つの実施形態では、図４に最も良く示されるように、固定部材５２は、２つの半リン
グ５７、５８の形態である。キャノピー５０は、ドロップ管の周りで、この２つの半リン
グ５７、５８を一緒にロックすることにより固定される。キャノピー５０は、アームアセ
ンブリ２０、２２の重量を担わないので、この固定は、特に強力である必要はなく、そし
てリング５７、５８の代わりに種々の固定コンポーネントが企図される。
【００１８】
　図２をもう一度、そしてまた図５および６を参照して、周囲ライト２８は、少なくとも
１つの発光コンポーネント６０を含む。周囲ライト２８は、蛍光灯、白熱ランプ、発光ダ
イオード（ＬＥＤ）、放電灯、または光ファイバーのような単一の発光コンポーネント６
０を備え得る。あるいは、この周辺ライト２８は、複数の蛍光灯、白熱ランプ、ＬＥＤ、
放電灯、または光ファイバーのような複数の発光コンポーネント６０を備え得る。好まし
くは、この発光コンポーネント（単数または複数）は、ドロップ管３４の周りに、発散光
がすべての角度の方向に発せられるように配列される。
【００１９】
　図５および６は、周辺ライト２８の１つの実施形態を示し、ここで、発光コンポーネン
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ト６０は、溶接物４６とドロップ管（図２）の周りで環形に配列された、織物メッシュ６
８の形態の複数の光ファイバーケーブル６６を含む。
【００２０】
　代替の実施形態では（図示せず）、ほぼ円形の蛍光ライトが、ドロップ管から半径方向
に間隔を置いて配置され、そしてほぼ完全な円に内接する。電気的接続および／または安
定器のような蛍光管のための作動コンポーネントが、必要に応じて上記チーズプレート上
に取付けられる。別の代替の実施形態では（図示せず）、弧形状または直線状であり得る
複数の蛍光管が環形またはそれに近似して整列される。
【００２１】
　なお別の代替の実施形態では（図示せず）、発光コンポーネントは、上記ドロップ管の
周りに環形に弧状に整列された、ＬＥＤのマトリックスを含む。
【００２２】
　図２および５に最も良く示されるように、好ましくは、キャノピーアセンブリ４９は、
少なくとも、周辺ライト２８の発光コンポーネント６０を支持している。詳細には、図２
に示されるように、キャノピーアセンブリ４９は、環状のキャノピー伸長部７０を含む。
「環状」により、これは、キャノピー伸長部が、円形本体および楕円形本体ならびに六角
形、または八角形のような多角形本体の両方を含むことを意味し、ここで、この本体は、
その周縁エッジから内側に間隔を置いて配置され、中央または中央からずれて位置決めさ
れ得るアパーチャを規定している。好ましくは、キャノピー伸長部７０は、キャノピー５
０を完全に取り囲むが、キャノピー伸長部は、キャノピーの約７０％以上を、より好まし
くは少なくとも９０％のみを取り囲み得ることもまた企図される。
【００２３】
　このキャノピー伸長部７０は、キャノピー５０の周縁エッジの上端部７１またはキャノ
ピー５０の上方向に曲がるリップ７２に除去可能に取付けられる。例示の実施形態では、
キャノピー伸長部７０の環状ハウジング７３は、ファスナー７４によってリップ７２に取
付けられる。図６に示される実施形態では、ファスナーは、キャノピー５０のリップ７２
に係合する複数の弓状に間隔を置いたフック７５を含む。これらフックは、キャノピー伸
長部ハウジング７３に、その上端部７６に、または上端部７６の近傍に取付けられる。
【００２４】
　さらなる、または代替のファスナーもまた企図される。例えば、図７～９に示されるキ
ャノピー伸長部７０’の代替の実施形態では、類似の要素は、プライム（’）で示され、
そして新たな要素は所定の新たな番号で示されており、ファスナー７４’の各々は、ボル
ト、ねじ、接着剤、またはその他の適切な固定手段を含む。図７～９に示される実施形態
では、複数のファスナー７４’は、キャノピー５０の周りに弓状に配置されている。各フ
ァスナー７４’は、２つのボルト７８を含み、これらは、キャノピー伸長部７０’中に提
供され、そしてキャノピー５０中に提供される穴（図示せず）に一致する穴（図示せず）
を通じて挿入される。支持体部材８０中の対応するボア（図示せず）は、２つのボルト７
８を受容する。支持体部材８０は、キャノピー５０を提供された穴の周りで補強する。こ
の目的のために、支持体部材８０は、図８で最も良く示されるように、湾曲した表面８２
を有し、これは、キャノピー５０の対応する隣接湾曲表面と一致する。図８に示されるよ
うなボルト７８および支持体部材８０はまた、単独でか、またはフック７５に追加してか
のいずれかにより、図２のキャノピー伸長部７０をキャノピー５０に強固に付着するため
に用いられ得ることが認識される。
【００２５】
　キャノピー伸長部７０、７０’は、単一の環状湾曲本体であり得るか、または各々がキ
ャノピー伸長部の弧形状部分を規定する２つ以上のセグメントで形成され得る。この２つ
以上のセグメントは、クランプ部材、リング、穿孔、タッピング、またはその他の適切な
手段を用いて、一緒に固定されて、アセンブリの間に環状本体を形成する。このように、
周辺ライト２８は、現存する外科用照明システム１０上に、構造天井から支持体ハブ３３
を除去する必要なくして後から取付けられ得る。
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【００２６】
　図６に示されるように、キャノピー伸長部７０の環状ハウジング７３は、キャノピーの
リップ７２とほぼ同じ曲率の湾曲した内側周縁壁８３を有し、これは、キャノピーリップ
に対して着座し、そして曲がった外側周縁壁８４が、その上端部および下端部７６、８５
で内側壁と出会い、ほぼ三日月形状の断面を有する包囲された環状空洞またはポケット８
６をそれらの間に規定している。発光コンポーネント６８は、このポケット８６内にシー
ルされている。従って、発光コンポーネント６０からのすべて（または実質的にすべて）
の光は、キャノピーアセンブリハウジング７３を通過することにより部屋１１に入る。ｕ
字形状のゴムガスケット８７が、キャノピー伸長部ハウジング７３の上端部７６をこのＵ
のアーム間に握る。このガスケット８７の弾性的に可撓性キャップ８８が、キャノピー５
０およびキャノピー伸長部ハウジング７３の上に突出し、そして使用される天井２４また
はチーズプレート３０に係合し得る。従って、キャップ８８は、設置の間、またはアーム
アセンブリ２０、２２が再配置されるときのようなキャノピーアセンブリ４９のわずかな
移動に際し、キャノピー伸長部７０への損傷を防ぐ。
【００２７】
　図２および６から観察され得るように、キャノピー伸長部７０は、キャノピー５０より
いくぶん大きな外径である。キャノピーの周縁エッジ７２は、従って、キャノピー伸長部
ハウジング７３上で、湾曲内側壁８３の半径方向の内側に間隔を置いて配置されている。
キャノピー伸長部７０は、中央ドロップ管３４、およびそれを通る任意の中央からずれた
補助ドロップ管５６の両方を収容するサイズの大きな中央アパーチャ８９を規定する。
【００２８】
　図７～１０の実施形態では、キャノピー伸長部７０’は、図６の内側壁８３を欠いてい
る。その代わりに、上向きに面する開口部９２をもつソケット９０の形態の空洞が、キャ
ノピーの周縁エッジ７２とキャノピー伸長部７０’との間に規定されている。このソケッ
ト９０は、その中に発光コンポーネント６０を受容し、これは、例示の実施形態では、蛍
光管の織物メッシュ６８を含む。上向き開口部９２は、天井２４に隣接して位置決めされ
、従って、発光コンポーネント６０のために本質的に包囲されたポケットを創製する。従
って、発光コンポーネント６０からの実質的にすべての光が、キャノピー伸長部７０’を
通過することにより部屋に入る。
【００２９】
　図７に示されるように、キャノピー伸長部７０’は、キャノピー５０よりいくぶん大き
な外径であり、そしてキャノピーの外側周縁エッジより形成されたリップ７２の外側周縁
エッジより幾分少ない湾曲の、その外側周縁エッジにリップ９４の形態の周縁壁を有する
。キャノピーのこの周縁エッジ７２は、従って、キャノピー伸長部上でリップ９４の半径
方向の内側に間隔を置いて配置されている。キャノピー伸長部７０’は、中央ドロップ管
３４、およびそれを通る任意の中央からずれた補助ドロップ管５６の両方を収容するサイ
ズの大きな中央アパーチャ８９’を備える（図９）。
【００３０】
　代替の実施形態では（図示せず）、キャノピー伸長部はドーム形状であり、そしてキャ
ノピーの対応するベース部分５３に係合するほぼ円形のベース部分を有する。キャノピー
中のアパーチャ５４、５５に類似の１つ以上のアパーチャがキャノピー伸長部のベース部
分中に形成され、これは、中央ドロップ管３４、およびそれを通る任意の中央からずれた
補助管５６をぴったりと受容するために適切なサイズである。
【００３１】
　なお別の実施形態では（図示せず）、キャノピー伸長部は、キャノピー５０とともに１
つの片として一体に形成される。
【００３２】
　なおさらなる実施形態では（図示せず）、キャノピーおよびキャノピー伸長部は、２つ
以上の弓状セクションで形成され、各セクションが、それらと一体に形成される、キャノ
ピーの弓状セクション、およびキャノピー伸長部の弓状部分を備える。これらセグメント
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は、ねじ、ボルトなどの適切な固定部材によって、ドロップ管の周りに一緒にクランプさ
れ、そして次に、クランプリング５７、５８によって垂直位置に保持される。
【００３３】
　キャノピー伸長部７０、７０’、または少なくともその外側周縁壁８４、９４は、発光
コンポーネント６０から発せられる光に光伝達性である、透明または半透明材料から形成
される。例えば、キャノピー伸長部７０、７０’および必要に応じてまたキャノピー５０
は、つや消しの、白または光着色プラスチックから形成され、それは、それを通過して光
を発散し、その結果、光は、部屋全体にほぼ均一に分布される。
【００３４】
　中央支持体管３４の周りでかつそれに密接している周辺ライト２８の発光コンポーネン
ト６０の位置は、外科用部屋の全体にほぼ均一に周辺光を分配する。リング形状の環状発
光コンポーネント６０の中央にある位置決めは、周辺ライトが、関節アームの１つに取付
けられ、そしてそれ故、アームが再配置されるときしばしば移動するような場合のように
、消毒されていない看護婦がライト２８を操作する必要性をなくすか、そうでなければ、
手術の間にその向きを変える必要性をなくする。
【００３５】
　図２～６の実施形態をもう一度参照して、周辺ライト２８の発光コンポーネント６０は
、発光コンポーネント６０から間隔を置いて配置され得る、白熱電球、ＬＥＤ、またはＬ
ＥＤのバンクのような光源１００から光を供給され得る。光源１００は、光学的光パイプ
１０２または光パイプの束を通じて、発光コンポーネント６０に接続される。例示の実施
形態では、発光コンポーネント６０は、キャノピー伸長部７０のポケット８６内に支持さ
れている織物光ファイバー要素６８のような光発散体の形態である。１つの適切な織物光
ファイバー要素６８は、Ｌｕｍｉｔｅｘから市販されている。光パイプ１０２は、キャノ
ピーのリップ７２中の開口部１０４を通じ、およびキャノピー伸長部内側壁８３中の対応
する開口部（図示せず）を通過する。
【００３６】
　光源１００は、図５に示されるように、チーズプレート３０に取付けられ得、その結果
、その重量は、キャノピー５０によって支持されないか、または天井の上のようないずれ
かに位置決めされる。光源１００はまた、光ヘッド１４、１６のような、システム１０中
のその他の光ファイバー要素に光を提供し得る。
【００３７】
　キャノピー伸長部７０のアセンブリは、好ましくは以下のように容易に達成される。好
ましくは、キャノピー伸長部ハウジング７３は、弾力性の可撓性材料から形成され、そし
て図５に例示されるように、その内側壁および外側壁中に狭いスリット１０６を有してい
る。このスリット１０６に隣接するキャノピー伸長部ハウジング７３の端部を握ることに
より、キャノピー伸長部が、Ｃ形状に引かれ、織物光ファイバー要素６８を備える発光コ
ンポーネント６０を、空洞８６中に供給されるようにする。光パイプ１０２は、キャノピ
ー伸長部７０の内側壁８３中の適切なサイズの穴（図示せず）を通過する。発光コンポー
ネント６０を空洞８６中に設置した後、キャノピー伸長部ハウジング７３を、その元の環
状形状に戻し、そしてガスケット８７をハウジング７３の上端部７６に取付け、キャノピ
ー伸長部７０を形成する。この後者のステップは、キャノピー５０の周りにキャノピー伸
長部ハウジング７３を位置決めする前または後で実施され得る。
【００３８】
　キャノピー伸長部７０をキャノピー５０に取付けることが所望されるとき、光パイプ１
０２は、キャノピー中の穴１０４を通じて供給され、そしてフック７５がキャノピーのリ
ップ７２に取付けられる。光パイプ１０２の自由端部は、それを、光源１００のハウジン
グ上の対応するコネクター中にぴったり適合させる適切なコネクターを有し、それによっ
て、光パイプ１０２の自由端を、光源１００と整列させる。発光コンポーネント６０が、
蛍光管、ＬＥＤのバンク、または分離した光源１００を採用しないその他の発光コンポー
ネント含む場合、この光パイプは、発光コンポーネントを電源と接続するための適切な電
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気配線で置換される（図示せず）ことが認識される。
【００３９】
　図１１は、キャノピー伸長部７０’の類似の配置を示す。この実施形態では、織物光フ
ァイバー要素６８は、適切な固定部材により（図示せず）、それが設置の間に落ちないよ
うにソケット９０内の場所に保持され得る。光パイプは、図５の実施形態についてのよう
に、キャノピー中に穴１０４を通じて供給され、そしてその自由端部は、光源１００に隣
接する位置にぴったりと適合される。次いでボルト７８がキャノピー中に挿入され、そし
てキャノピー伸長部７０’がキャノピーに強固に付着されるまで締め付けられる。
【００４０】
　従って、周辺ライト２８は、中央に位置決めされた照明システムを提供し、これは、手
術室を均一に照らす。それは、直接的および厳しい照明を防ぎ、そして手術室の作業者の
視覚に悪影響を与える機会を減少する。光ヘッドを、周辺光が必要であるとき移動させる
必要はない。織物光ファイバーパネル６８は、相対的に均一な光を提供するけれども、キ
ャノピー伸長部７０、７０’は、必要に応じて、光を和らげかつ一様にするため、つや消
しのような周知の光軟化技法を利用し、任意の直接的な輝くスポットを軟化しながら、手
術室により均一な光を発することを可能にする。
【００４１】
　手術において、外科医またはその他の手術室スタッフメンバーは、スイッチ１２０を用
い１つ以上の光ヘッド１４、１６をスイッチオンし、このスイッチは、図１に示されるよ
うに光ヘッド上に取付けられるか、または手術室の壁の上に配置される。各光ヘッドにつ
いて複数のスイッチが提供され得、外科医および非消毒作業者の両者が、光ヘッドを作動
することを可能にする。各光ヘッドは、電球、蛍光管、または光ファイバー光源のような
、光源または発光コンポーネント１２２を含む。外科医がより均一な部屋の照明を所望す
るとき、光ヘッドは、スイッチ１２０を用いて、一般にスイッチオフされるか、または低
レベルの照明に減少される。同じスイッチ１２０は、周辺ライト２８を、光ヘッド光源が
スイッチオフされるとき、周辺光が来るように制御するために用いられ得る。
【００４２】
　周辺ライト２８が、現存するシステムに後から取り付けら場合、発光コンポーネント６
０は、キャノピー伸長部７０、７０’に取付けられ、そしてこの伸長部を、キャノピー５
０に取付ける。電源への電気的接続が適切に作製される。分離した光源１００が用いられ
るとき、これは、チーズプレート３０に取付けられ、そして適切な穴１０４が、それを通
って光パイプ１０２を受容するためにキャノピー中に穿孔される。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１は、本発明によるキャノピーアセンブリを含む照明システムの斜視図である
。
【図２】図２は、本発明の第１の実施形態による、支持体ハブおよびキャノピー伸長部を
もつ図１のキャノピーアセンブリの拡大断面図である。
【図３】図３は、図１のキャノピーの拡大斜視図である。
【図４】図４は、アセンブリ中にクランプリングをもつ、図１のキャノピーアセンブリお
よび支持体ハブの下からの拡大斜視図である。
【図５】図５は、本発明の１つの実施形態による、周辺ライトをもつ、図４のキャノピー
アセンブリの部分断面斜視図である。
【図６】図６は、図２のキャノピーおよびキャノピー伸長部の拡大断面図である。
【図７】図７は、本発明の第２の実施形態による、支持体ハブおよびキャノピー伸長部を
もつ図１のキャノピーの拡大断面図である。
【図８】図８は、図７のキャノピーアセンブリの上からの拡大斜視図である。
【図９】図９は、図７のキャノピーアセンブリの一部の拡大断面図である。
【図１０】図１０は、図７のキャノピーアセンブリの拡大平面図である。
【図１１】図１１は、図７のキャノピーアセンブリの斜視図である。
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【図１２】図１２は、図７のキャノピーアセンブリの拡大断面図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(12) JP 4133834 B2 2008.8.13

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】
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